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インターンシップ概要

受け入れ先: 京セラ株式会社 先進マテリアルデバイス研究所 車載デバイス開発部

滞在先: 京セラ株式会社 滋賀野洲工場

実施期間: 2022年 8月 22日から 9月 22日まで（1か月）

テーマ: 空中ディスプレイの実現検討

背景

京セラ株式会社車載デバイス開発部では現在、空中ディスプレイの開発も行っている。

空中ディスプレイとは、光源ディスプレイから発せられる光を空中に結像させる、文字通

り空中に浮いているディスプレイのことである。元々は 2020年に発表されたコンセプト

カー「Moeye」[1]に搭載されていたものだが、近年の感染症の情勢から非接触ディスプレ

イとしても大きく注目されている。従来のディスプレイと異なり実体を持たないため衛生

的である。京セラ株式会社としては特に高精細な空中ディスプレイの開発に力をいれてお

り、より広範な用途での空中ディスプレイの市場開拓も目指している。しかし、空中ディ

スプレイ分野自体が新しいこともあって、従来のディスプレイ程には正しい性能評価方法

が確立されていないという課題もある。空中ディスプレイは結像位置の測定が困難であっ

たり、像面が湾曲していたりと、従来のディスプレイの評価方法がそのままでは適用でき

ないのである。空中ディスプレイ市場をリードする為には、この課題を解決し、顧客の要

求を仕様として反映したり、他社製品と比較したりすることが必要である。

業務内容

本研究インターンシップでは主に以下の業務を行った。機密情報も含むため、本報告書

では詳細は省く。



• 光学設計ソフトウェア Code Vを用いた光学シミュレーション・解析

• 実験による自社製品、他社製品の性能測定

• 空中ディスプレイの商品性の検討

他、先行研究 [2]などの内容議論や、上記内容をサポートするための Code V マクロ及

び pythonプログラムの構築なども行った。今回の研究インターンシップを通して、空中

ディスプレイの性能評価方法の確立に役立つであろう成果を得られた。

所感

大学院で物性理論分野を研究している私にとっては、大きく異なる光学分野の研究をさ

せていただいたことは、新鮮で良い刺激になりました。教養程度の光学の知識しか持って

いなかった私を、一週間程度で研究の最前線に導いてくださる担当者の方々の指導力も素

晴らしく思うと同時、空中ディスプレイという最新テーマならではの課題や、多くが手探

りな開発過程も知ることができました。また、受け入れてくださった京セラ株式会社車載

デバイス開発部の皆様には、暖かくフレンドリーにご指導いただいたおかげで、のびのび

と働けました。普段の研究生活から離れて、実際に滋賀野洲工場に参り実物を見ながら研

究する生活は非常に意欲をかき立てられ、かつて私が持っていた、ものづくり・研究開発

への憧れを思い出せました。本研究インターンシップでは、企業の研究開発業務の雰囲気

や、実際の現場でのニーズを知ることができ、卒業後の進路選択に役立つ貴重な経験をさ

せていただいたと思っております。
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